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        No. 2556
2021 年 10 月 4 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
発
行
を
７
月
12
日
付
か
ら

見
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

本
日
付
よ
り
発
行
を
再
開
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

　

日
本
共
産
党
、
立
憲
民

主
党
、
社
民
党
、
れ
い
わ

新
選
組
の
野
党
４
党
と

「
安
保
法
制
の
廃
止
と
立

憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る

市
民
連
合
」
は
９
月
８
日
、

総
選
挙
で
自
公
政
権
を
倒

し
、
命
を
守
る
新
し
い
政

権
の
実
現
を
め
ざ
す
野
党

共
通
政
策
に
合
意
し
ま
し

た
。

　
「
市
民
連
合
」
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
の
急
拡
大
の
中
で
、
自

公
政
権
の
統
治
能
力
の
喪

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
発
行
再
開
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
経
営
ス
タ
イ

ル
の
大
幅
な
見
直
し
を
発

表
（
９
月
28
日
）。「
職
住

近
接
を
掲
げ
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
を
基
本
に
、
転
勤

や
単
身
赴
任
は
原
則
廃
止

す
る
」「
本
社
や
管
理
部
門

を
首
都
圏
か
ら
地
方
の
中

核
都
市
に
分
散
さ
せ
、
地

域
密
着
の
事
業
を
強
化
す

る
。
22
年
度
か
ら
進
め
る

と
の
こ
と
」「
グ
ル
ー
プ
の

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
澤
田
社
長
が

平
井
デ
ジ
タ
ル
相
ら
を
接

待
。「
昨
年
10
月
と
12
月
に

接
待
し
た
こ
と
を
認
め
謝

罪
し
た
」「
接
待
所
に
使
っ

た
会
員
制
レ
ス
ト
ラ
ン

『
ク
ラ
ブ
ノ
ッ
ク
ス
麻
布
』

を
閉
鎖
す
る
意
向
と
い

う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
電
力

事
業
へ
の
参
入
を
発
表

（
９
月
28
日
）。「
２
０
２
２

年
３
月
よ
り
『
ド
コ
モ
で

ん
き
』
が
提
供
さ
れ
る
」

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ノ
ー
ド
エ
ナ

ジ
ー
が
電
力
の
供
給
を
担

４
野
党
が
新
し
い
政
権
め
ざ
す
共
通
政
策

　
命
守
る
た
め
に
政
治
の
転
換
を

　
　
　
市
民
連
合
と
合
意

失
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
。政
策
の
破
綻
は
安
倍
・

菅
政
権
の
９
年
間
で
情
報

を
隠い
ん
ぺ
い蔽
し
、
理
性
的
な
対

話
を
拒
絶
し
て
き
た
こ
と

の
帰
結
で
あ
る
」
と
し
て
、

次
の
総
選
挙
で
野
党
協
力

を
広
げ
、
自
公
政
権
を
倒

し
て
、
日
本
の
世
の
中
に

道
理
と
正
義
を
回
復
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
命
を

守
る
た
め
に
、
新
し
い
政

権
の
実
現
を
求
め
て
野
党

共
通
政
策
を
提
言
し
ま
し

た
。

  

共
産
党
の
志
位
委
員
長

は
「
こ
の
旗
印
を
高
く
掲

げ
、
結
束
し
て
選
挙
に
勝

ち
、
こ
の
政
策
を
実
行
す

る
政
権
を
つ
く
る
た
め
頑

張
り
ぬ
き
た
い
」
と
表
明

し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
と
立
憲
民

主
党
は
９
月
30
日
、
政
権

協
力
で
合
意
、
各
地
で
小

選
挙
区
統
一
候
補
擁
立
が

進
ん
で
い
ま
す
。

野
党
共
通
政
策
の
提
言
（
骨
子
）

　

衆
議
院
総
選
挙
に
お
け
る
野
党
共
通
政
策
の
提
言

―
命
を
守
る
た
め
に
政
治
の
転
換
を
―

 

１
、
憲
法
に
基
づ
く
政
治
の
回
復

２
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

対
策
の
強
化

３
、
格
差
と
貧
困
を
是
正
す
る

４
、
地
球
環
境
を
守
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
地
域
分

　
　

散
型
経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

５
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
基
づ
い
た
自
由
で
公
平
な

　
　

社
会
の
実
現

６
、
権
力
の
私
物
化
を
許
さ
ず
、
公
平
で
透
明
な
行

　
　

政
を
実
現
す
る

　
（
全
文
は
「
市
民
連
合
」
ま
た
は
共
産
党
の
ホ
ー
ム

　

 

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
下
さ
い
）

全
社
員
32
万
人
が
対
象

だ
」「
突
然
の
発
表
だ
。
社

員
の
労
働
条
件
・
生
活
に

関
わ
る
重
大
な
問
題
。
ど

の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か

議
論
が
必
要
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
２
０
４
０
年

ま
で
に
グ
ル
ー
プ
全
体
に

お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
発
表
（
９
月
28

日
）。「
Ｉ
Ｗ
Ｏ
Ｎ
で
大
き

な
削
減
を
見
込
ん
で
い

減り続ける
　保健所
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

メ
キ
シ
コ
の
ロ
ペ
ス
オ

ブ
ラ
ド
ー
ル
大
統
領
は
、

ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
ア
ス
テ

カ
王
国
征
服
５
０
０
年
の

式
典
で
、
先
住
民
に
ス
ペ

メキシコ大統領、先住民に謝罪

　スペイン征服５００年式典で

イ
ン
軍
の
蛮
行
を
謝
罪
し

ま
し
た
。

　

大
統
領
は
ス
ペ
イ
ン
に

よ
る
虐
殺
や
略
奪
、
伝
染

病
持
ち
込
み
な
ど
で
著
し

く
人
口
が
減
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
上
で
、「
征
服
や

侵
略
、
戦
争
は
常
に
人
道

を
危
機
に
さ
ら
す
。
政
治

家
や
君
主
、
指
導
者
は
苦

い
現
実
か
ら
導
か
れ
た
教

訓
を
無
視
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

メ
キ
シ
コ
で
は
現
在
も

白
人
系
が
政
治
・
経
済
を

牛
耳
り
、
先
住
民
の
多
く

は
貧
困
に
さ
い
な
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

会
議
は
、
優
れ
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
活
動
を
表
彰
す

る
今
年
度
の「
Ｊ
Ｃ
Ｊ
賞
」

に
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の

「
菅
首
相
学
術
会
議
人
事

介
入
ス
ク
ー
プ
と
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
選
び
ま
し
た
。

　
「
権
力
者
ト
ッ
プ
の
違

法
行
為
を
暴
い
た
傑
出
し

た
ス
ク
ー
プ
と
い
え
る
。

菅首相の学術会議人事介入スクープ

「赤旗」報道に JCJ 賞

気
候
危
機
の
打
開
へ

　
　
　
「
２
０
３
０
戦
略
」

　
　
　
日
本
共
産
党
が
発
表

　

日
本
共
産
党
は
、
２
０

３
０
年
度
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
50
～
60
％
削
減
の
目

標
を
掲
げ
た
「
気
候
危
機

を
打
開
す
る
日
本
共
産
党

の
２
０
３
０
戦
略
」（
別

記
）を
発
表
し
ま
し
た（
９

月
１
日
）。

　

同
戦
略
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

の
報
告
に
示
さ
れ
た
世
界

の
科
学
的
知
見
、
国
内
の

環
境
団
体
、
専
門
家
の
探

究
と
提
言
を
踏
ま
え
、
半

年
間
を
か
け
て
練
り
上
げ

た
も
の
。
脱
炭
素
、
省
エ

い
、
ド
コ
モ
は
取
次
事
業

者
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
」「
料
金
は
現
時
点

で
は
未
定
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
10
月
１
日
、東
京
都
の
新

た
な
感
染
者
は
２
０
０
人
、

６
日
連
続
で
３
０
０
人
を

下
回
っ
た
」「
都
の
警
戒
レ

ベ
ル
が
４
段
階
の
最
高
度

か
ら
１
段
階
引
き
下
げ
ら

れ
た
」「
10
月
１
日
、緊
急

事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
全
地
域
で

解
除
さ
れ
た
」「
宣
言
、重

点
措
置
の
対
象
ゼ
ロ
は
約

半
年
ぶ
り
だ
」「
リ
バ
ウ
ン

ド
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
民
党
総
裁
に
岸
田
文

雄
氏
が
選
出
さ
れ
た
（
９

　
　

×　
　
　
　

×

  

値
上
げ
の
秋
。「
10
月
か

ら
パ
ン
や
マ
ー
ガ
リ
ン
、

コ
ー
ヒ
ー
、
洋
和
菓
子
な

ど
が
値
上
げ
に
な
っ
た
」

「
原
材
料
価
格
の
高
騰
が

主
な
要
因
と
い
う
が
痛

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
秋
場
所
。「
新
横

綱
・
照
ノ
富
士
が
13
勝
２

敗
で
優
勝
。
新
横
綱
で
の

優
勝
は
史
上
９
人
目
だ
」

「
怪
我
か
ら
立
ち
直
り
、今

年
３
回
目
の
優
勝
は
立
派

な
成
績
だ
」

勝
で
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス
の
記

録
に
並
ぶ
の
に
残
念
」

「
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
も
厳
し

く
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
リ
ー
グ
、
大
谷
の
投

手
10
勝
は
お
預
け
。「
残
り

試
合
は
打
者
に
専
念
す
る

こ
と
に
な
っ
た
」「
あ
と
一

ネ
、
再
エ
ネ
の
推
進
に
よ

っ
て
、
年
間
２
５
４
万
人

の
雇
用
が
新
た
に
創
出
さ

れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
累
積
２
０

５
兆
円
押
し
上
げ
、「
持
続

可
能
な
成
長
」
と
い
う
希

望
あ
る
道
を
開
く
と
試
算

し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
：「
国
連
気
候
変
動

　

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
」

　
　

２
０
３
０
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト

１
、
気
候
危
機
と
よ
ぶ
べ
き
非
常
事
態
―
Ｃ
Ｏ
２
削
減

　

へ
の
思
い
切
っ
た
緊
急
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る

２
、「
口
先
だ
け
」
の
菅
・
自
公
政
権
―
四
つ
の
問
題
点

３
、
日
本
共
産
党
の
提
案
―
省
エ
ネ
と
再
エ
ネ
で
、
30

　

年
度
ま
で
に
50
～
60
％
削
減

４
、
脱
炭
素
、
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
を
す
す
め
る
社
会
シ

　

ス
テ
ム
の
大
改
革
を

５
、
脱
炭
素
と
貧
困
・
格
差
是
正
を
二
本
柱
に
し
た
経

　

済
・
社
会
改
革
で
、
持
続
可
能
な
成
長
を

メ
デ
ィ
ア
各
社
が
後
追
い

し
、
国
会
の
追
及
に
菅
首

相
は
答
弁
不
能
に
陥
る
事

態
と
な
っ
た
」
と
評
価
し

ま
し
た
。

　

昨
年
の
安
倍
首
相
の

『
桜
を
見
る
会
』報
道
に
続

き
２
年
連
続
の
受
賞
で
す
。

戦争を記憶し、三多摩から
平和な未来を考えよう！

　　  第６回三多摩平和交流会

　　10 月 9 日（土）10 日（日）
　　武蔵野芸能劇場（三鷹駅北口すぐ）

◇講演「戦争の被害と加害・折り重なる
記憶から何を学ぶか～共に生きる未来の
ために」（10日、500 円）
◇展示・ビデオ（９日、10日、無料）

三多摩平和交流ネットワークのホームページ：
「三多摩平和交流ネットワーク」で検索

月
29
日
）。「
総
裁
選
で
は

自
衛
隊
の
憲
法
明
記
な
ど

自
民
党
改
憲
案
の
推
進
や

更
な
る
軍
事
拡
大
を
主
張

し
、
原
発
再
稼
働
も
容
認

し
て
い
た
」「
総
裁
の
顔
は

代
わ
っ
て
も
政
治
の
中
身

は
安
倍
・
菅
政
権
の
継
承

だ
」


